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〇Software setup 

 JetRacer wiki. This page has not been updated. The link at the bottom of the page is an older 

version of the SD Card image and should not be used. 

 

https://www.waveshare.com/wiki/JetRacer_AI_Kit 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇Jetracer github 

 

https://github.com/NVIDIA-AI-IOT/jetracer 

 

 

 

 

 

 Click ‘3.Follow the software setup’. 

 

https://github.com/NVIDIA-AI-IOT/jetracer


〇Download page 

 Download ’JetPack Version 4.5.1’.    zip file size 7,977,682KB  

 

https://github.com/NVIDIA-AI-IOT/jetracer/blob/master/docs/software_setup.md 

 

 

 

After download image, Connect the SD card to PC via card reader. 

User Etcher software to write image (unzip above) to SD card.Click here to download Etcher 

software. 

The SD card size can be use 32GB, but 64GB is preferable. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://github.com/NVIDIA-AI-IOT/jetracer/blob/master/docs/software_setup.md


○Jetson の接続方法 

 Jetson には図のように、HDMI 接続のディスプレイ、USB 接続のキーボード、マウスで操作する他に 

シリアル回線、イーサーネット、仮想ネットワークから接続ができます。 

 

 

図 Jetson への接続方法 

 

 仮想ネットワーク接続からは、仮想ドライブと仮想のネットワーク局が見える。 

 

 

図 仮想ドライブ 



 

  

 

図 仮想ネットワークの様子 

 

 

図 仮想ネットワーク経由の SSH 接続 



〇イーサーネット（有線 LAN）経由の接続 

 イーサーネット側は初期設定の状態では DHCP クライアントが動作している。PC からはそのネット

ワークで利用している IP アドレスは arp コマンドで見ることができる。 

 

 arp -a 

 

 

図 arp コマンドで IP アドレスを調べて接続する。 

 

※ 

ARP コマンドは ARP テーブルを管理するためのコマンドである。コマンド・プロンプト上で「arp -a」

を実行すると、現在の ARP テーブルの内容が表示される。TCP/IP レベルで通信するためには、まず通信

相手のコンピュータの MAC アドレスを調べ ARP テーブルを作成し、IPアドレスと物理層のネットワーク・

アドレスである MAC アドレスを関連付ける。ARP は「Address Resolution Protocol」の略。 



〇リモートディスクトップ 

 いくつかのリモートディスクトップ接続が可能である。 

 

Ga 

 

図 さまざまなリモートデスクトップの方法 

 

〇Unity/vnc のインストール 

 ディスクトップにある「L4T-README」の「README-vnc.txt」のとおり行います。これで、HDMI

接続のディスプレイが接続されている場合は、その画面をネットワーク経由で、PC で見ることができま

す。PC には vnc クライアント あるいは vnc ビューアが必要です。 

 HDMI 接続のディスプレイがない場合にも vnc を可能にするには、オートログイン設定を行います。 

 

 

図 単独 vnc 接続 



〇TensorFlow 

 The Tensorflow package is already installed on JetCard 4.5.1. The version is 1.15.5. It seems to be 

a version that also includes GPU operations, but running a conventional program as it is does not 

improve the speed so much. You can check the version with the following command. 

 

python3 -c 'import tensorflow as tf; print(tf.__version__)' 

 

 

Fig. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇pycuda パッケージのインストール 

 JetCard4.5.1 では様々なパッケージが用意されていますが、pycuda は入っていないようです。 

pycuda のインストールについては web 上でいろいろ情報があるようですが、jetcard の場合はいろんな

ものが既にはいっているので以下の 2 行で OK と思います。 

途中で一回、内部エラーとなってビルド（コンパイルを行う）するようで、そのために install の時だ

け cuda のパスが必要のようです。10 分くらいかかります。 

 

export PATH=$PATH:/usr/local/cuda/bin 

pip3 install pycuda 

 

 

 

〇実行状態モニタツール 

 CPU や GPU の実行状態を表示するツールがあります。 

インストール 

 

sudo -H pip install jetson-stats 

 

実行 

 

jtop 

 

 

図 jtop 

 



〇AI 関連の処理系とファイルの関係 

 

 

図 各処理系と model file との関係 

 

〇netron～モデルファイルの構造を見るツール 主に onnx 用 

 

 

図 netron   https://netron.app/ 



〇onnx 

 ONNX は、機械学習モデルを表すために構築されたオープンフォーマットです。 

 

 

図 onnx webpage 

https://onnx.ai/ 

 

Jetson の GPU を利用するために、jetson 用の実行環境があります。 

 

 

図  Jetson 用 onnx runtime 

https://developer.nvidia.com/blog/announcing-onnx-runtime-for-jetson/ 



〇物体検出サンプルプログラム 

 

 

図 サンプルプログラムのブロック図 

 

 

図 実行結果 



〇詳しく動作を確かめる 

 onnx runtime から モデルファイルを読み込んで、モデルファイルの構造を表示してみます。 

 下図では resnet50 を読み込んでいます。 

 モデルファイルの入力層、出力層の構造が分かります。 

 

 

図 モデルファイルを読み込む 

 

 

 

 


